


 
2002年度から始まった 6月のバーベキュー大会、場所は若山邸の屋上、梅雨の晴れ間を狙って天気予報

など気にしながら日程を決めます。初回は午後から雨が降り出して、始まったのが 6時過ぎでした。 
2003年度は 2回目となりますが、快適な日に恵まれました。午後 3時頃には火入れ、それから夜遅くま

で食べっぱなしの飲みっぱなしです。それ以前のバーベキュー大会は神奈川県の道志村でやっていたので

す。ちゅんちゅんも物珍しいので見に来ます。 



 
 ゼミの 4年生はもちろんですが、修士課程の院生も参加に決まっています。 
 さらに、今年は社会人となった卒業生も匂いを嗅ぎつけてやってきます。彼等は去年参加の M3 です。
みんな楽しそうでしょ。 
 



 

 夜の部になってから駆けつける社会人もいます。こうして何時間も「わいわい」騒ぎます。 
 
 
 
 
 



 

 昭和 53年以来続いている蔵王での合宿は若山ゼミとは切っても切れない場所です。 



 
 OR実験室はゼミ生の研究の場でもあり、道場でもあります。時には、息抜きに鍋でも囲んでの宴会も開
かれます。 
 しかし、卒論研究も夜遅くまで、あるいは泊り込みで頑張らなければならない時期もあるのです。 
 



 

 勉強ばかりしていると人間アホになります。身体を動かすことが健全な精神を育むのです。教員とソフ

ト優勝ゼミの試合は教員が大健闘をして逆転サヨナラ勝ちでした。もちろん、学生チームが手加減をした

のですが。 
 若山ゼミはバレーボールに参加しましたが、初戦で敗退しました。 



 
ゼミの同窓会には、今年は 1期生（1970卒）から現役（2004卒予定）までが参加して、賑やかな会と

なりました。この年齢差は 34年、親子以上の開きです。卒業して 10年、20年、30年あるいはそれ以上
の年月を経てもゼミの集まりに出席することは並大抵のことではありません。長い伝統を卒業生が引き継

いで大事にしてきたからです。これ以上、嬉しいことはありません。教師冥利に尽きます。 



 



 
あれ程、一生懸命にやった卒業研究も発表が終ってしまうと、気が抜けてしまうらしいです。一体あれ

は何だったのでしょう。満足感と脱力感が襲ってくる瞬間です。 
 
 



 
 
 
 
 

 
 

 
 

夏に冬に 
蔵王を思い出して 

下さい 
 
 
 

 
 
 



 


